2011年5月6日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日 本 広 報 学 会

　　　　　　　　理事長  境　忠宏
日本広報学会　第５５回広報塾
「震災とソーシャルメディア～明らかとなった可能性と限界～」開催のご案内
地震・津波・原発による複合災害は、後世、日本社会の様々な側面で時代を画すエポックであったと評価を受けるでしょう。メディアもその例外ではありません。マスメディア、ソーシャルメディアのそれぞれが、期せずして内包する可能性と矛盾とを露呈しました。
マスメディア、ソーシャルメディアの双方を熟知する講師から、震災直後から講演当日までの両メディアと民間ボランティアの動きを、ソーシャルメディアに軸足を置き中間総括していただきます。
本学会会員で高名なブロガーでもある講師は、徳島新聞記者としてそのキャリアをスタートさせた後、NTTレゾナントでネットのニュースサイト運営に携わり、今次震災ではいち早くボランティア情報サイトを有志とともに立ち上げ、現在は内閣府震災ボランティア連携室政策参与として、民間の立場から被災地支援の第一線での活躍を続けています。
（参考：助けあいジャパン ボランティア情報ステーションhttp://tasukeai.heroku.com/gallery）
現場ならではの視点でリアルなお話が伺えるはずです。
記

日　時：2011年5月25日（水）　18:30～20:30　

（食事の用意はありませんので、各自食事を済ませてお集まり下さい。）
場　所：日本プレスセンタービル10階　（社）日本記者クラブ　ホールＡ　

(http://www.jnpc.or.jp/outline/access/)

テーマ：　「震災とソーシャルメディア ～明らかとなった可能性と限界～」
講師　：　
藤代裕之　（ジャーナリスト/学習院大学非常勤講師/内閣府震災ボランティア連携室政策参与）
会　費：
会員２，０００円（非会員は３，０００円）を当日会場で申し受けます。
· ご出席をご希望の方は来る5月20日(金)までにご連絡願います。お申込みは当学会ホームページからお申込み下さい。また、次のアドレスからもお申込みいただけます。http://bit.ly/ldXnbw
· 申込後キャンセルされる場合は、必ず5月23日までに事務局にご連絡下さい。無断で欠席された場
合には、後日会費を請求させていただきます。

<お問合せ・ご連絡先>

日本広報学会 事務局　　

〒101-0064　東京都千代田区猿楽町2-2-7　第二浦野ビル402

TEL：03-5283-1104　　FAX：03-5283-1123　　E-mail：jsccsty@gamma.oc









